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発注者支援業務に関する説明資料
「事後モニタリング業務」について
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資料構成

１．業務概要
２．業務内容
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業務の目的

本業務は、除染作業実施後の放射線量の把握等を実施する。
本格除染作業を実施した地域内において、空間線量率の測定
を行うとともに、その結果を関係人に報告する。

１．業務概要

①放射線モニタリング調査

➁測定結果の報告

➂関係人等からの質疑等への対応

④説明会等対応支援

業務の内容
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① 土地、建物等の調査（所有者等の把握）

② 事前の放射線モニタリング・建物等の状況調査

③ 土地・建物ごとの除染計画の作成

④ 除染作業

⑤ 事後の放射線モニタリング等

➅ 終了・継続してモニタリング

敷地等への
立入の了解

除染計画の説明
除染の同意
着手の連絡

結果の報告

【除染工程の一連の流れのうち事後モニタリング業務】

２．業務内容

関係人とのやり取り
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・放射線モニタリング調査は、調査区域
内の公有地・私有地に立ち入って行う。

・測定点を地図上に図示し、作業実施計
画として作成し、調査職員の了解を得
る。

・測定点において、除染関係ガイドライ
ンに従い、空間線量率（高さ１ｍおよ
び高さ１cm）を測定し、その結果を記
録する。

・調査には、線量測定・管理に関するシ
ステムを用いて情報の一元管理を行う。

①放射線モニタリング調査

測定点設置例
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事後モニタリング地点設定の考え方

１．土地の空間線量評価のため測定点

２．高線量部位の経過観察のための測定点

３．住民要望による測定点

・住民からの要望があった場合、住民の希望する箇所

宅地・学校
大型施設

校庭・公園 道路等 農地等（田畑、
果樹園、牧草地）

森林 草地等

除染直前、
直後に測定
した箇所の
一部

３０ｍ格子
毎に１点
林縁部で
５０ｍ格子
毎に１点

路面中央、側
溝片側、歩道
片側、林縁に
沿って６０ｍ
毎各１点

３０ｍ格子毎に１点、
または田畑１枚に１
点
林縁部で５０ｍ格子
毎に１点

林縁から
１０ｍ入っ
た場所で
５０ｍ毎に
１点

３０ｍ格子毎に１
点
林縁部で５０ｍ格
子毎に１点

宅地・学校
大型施設

校庭・公園 道路等 農地等（田畑、
果樹園、牧草地）

除染直前、直後に測
定した箇所のうち線
量の高かった最大６
点

除染直前、直後に測定
した箇所のうち線量の
高かった箇所を２００
０㎡に２点程度

除染直前、直後に測定
した箇所のうち線量の
高かった点を３００㎡
に２点程度

除染直前、直後に測定し
た箇所のうち線量の高
かった点を２０００㎡に
２点程度



➁測定結果の報告

・関係人に対して、調査職員が示す測定結果の報告に係る手引き
に従い、現場での対面による説明等、測定結果の報告に係る必
要な措置を講じる。

・調査職員が示す報告書の様式に従い、測定結果報告書を報告対
象関係人ごとに作成し、調査職員の了解を得る。

・測定結果報告書へ掲載する測定点図は、原則、航空写真を使用
する。

・別途提供する関係人の名簿に基づき、報告対象関係人に測定結
果報告書を郵送等の方法により送付する。

・報告対象関係人から測定結果報告書について質問等があった場
合に対応するとともに、現地説明の希望があった場合は、電話
等の方法で、現地説明の日時について調整を行う。
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事後モニタリング結果報告書 放射線測定記録＜地表＞
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２回目事後モニタリング結果報告書 放射線測定記録＜地表＞



➂関係人等からの質疑等への対応

・本業務に係る事項について、関係人等からの電話等で寄せら
れる立会希望や質問等に対して随時応対できる体制を構築する。
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④説明会等対応支援

・国または関係自治体が主催する住民説明会用資料作成支援を行
う。

・調査職員の指示があった場合の説明会に参加及び議事内容の記
録を行う。
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